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１．施設諸元 

木曽川用水 
木曽川水系 木曽川、飛騨川 

管理開始：1983 年 4 月 1 日 

目    的  

  木曽川用水は上流部の木曽川右岸施設と下流部の木曽川大堰及び濃尾第二施設により構成されている。 

(1)上流部の木曽川右岸施設は、岩屋ダムと相まって、白川取水施設より最大 9.19m3/s を取水し、木曽川右岸

地区（岐阜県美濃加茂市他）の農地約 3,100ha に対し、農業用水として最大 7.00m3/s（うち既得最大 1.52m3/s

を含む。）の導水及び調整池を利用することにより、かんがい期（4月 21 日から 9月 30 日まで）にあっては

最大 7.00m3/s、非かんがい期（10 月 1日から翌年 4月 20 日まで）にあっては最大 0.87m3/s の分水、岐阜県

の水道用水として最大 0.95m3/s、八百津町水道用水として最大 0.04m3/s、岐阜県の工業用水として最大

1.20m3/s の導水及び分水を行う。 

(2)下流部の木曽川大堰及び濃尾第二施設は、岩屋ダムと相まって、木曽川大堰により最大 41.83m3/s を取水し、

濃尾第二地区（愛知県海部地域一帯及び三重県桑名市他）の農地約 7,900ha の農地に対し、かんがい期（3

月 26 日から 9 月 30 日まで）にあっては最大 25.63m3/s(既得)､非かんがい期（10 月 1 日から翌年 3 月 25 日

まで）にあっては最大 2.97m3/s、愛知県の水道用水として最大 1.90m3/s、三重県の水道用水として最大

1.00m3/s、愛知県の工業用水として最大 6.30m3/s、三重県の工業用水として最大 7.00m3/s の導水及び分水を

行うとともに、濃尾第二地区に係る愛知県の農地の排水を行う。 

 なお、岩屋ダム等により確保された用水のうち、岐阜中流地区（岐阜県各務原市）の農地約 270ha に対す

る農業用水として最大 0.65m3/s 及び岐阜、愛知両県及び名古屋市の都市用水最大 21.17m3/s（水道用水

18.04m3/s、工業用水 3.13m3/s）については、別途専用事業として河川から直接取水（河川直接取水）する。 

諸    元   

1. 木曽川右岸施設 

白川取水施設 

 取水口 

 

 

幹線導水路 

 

 

 

 

 

 

幹線用水路 

  右岸幹線水路 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

左岸幹線水路 

 

 

鉄筋コンクリート造 延長   68m 

取水調整用ゲート 2 門 

非常用ゲート     1 門 

トンネル         延長 9,648m 

サイホン         延長  178m 

沈砂池      延長  36m 

分水工   1 箇所 

放水工   1 箇所 

除塵施設 1 箇所 

 

 

トンネル         延長 6,747m 

サイホン 円形   延長   828m 

     箱形   延長    57m 

開水路          延長   427m 

水路橋          延長    37m 

水位調整施設 3箇所 延長   59m 

流入工  1 箇所  延長    74m 

分水工  7 箇所 

放水工  1 箇所 

除塵機   1 台 

 

トンネル         延長  679m 

管水路          延長 4,606m 

水管橋          延長  148m 

量水施設 1 箇所  延長    17m 

流入工  1 箇所  延長    11m 

分水工  6 箇所 

 

調整池 

  蜂屋調整池 

 

 

 

 

 

 

 

 

 上飯田調整池 

 

 

 

 

 

 

 

操作設備等 

 

 

フィルダム 

有効貯水量 479,000 m3 

堤高       30 m 

堤長         144.5 m 

堤体積    196,000 m3 

分水工          2 箇所 

余水吐          1 箇所 

曝気循環装置   1 式 

 

フィルダム 

有効貯水量  50,000 m3 

堤高             16 m 

堤長           78.1 m 

堤体積       47,000 m3 

分水工           4 箇所 

余水吐          1 箇所 

 

施設の操作に必要な設備（予備電源

設備を含む。）、警報設備、通信設備、

観測設備、機械器具等 

木曽川用水



2. 木曽川大堰 

取水堰 

 

 

  ゲート 

 

 

 

  

 魚道 

   

舟通し 

 

附帯施設 

 

 

取水工 

  取水口 

   

暗きょ 

 

鉄筋コンクリート造 

フローティング型式 可動堰 

延長 735.03m 

土砂吐ゲート     2 門 

調節ゲート       3 門 

洪水吐Ａゲート     3 門 

洪水吐Ｂゲート     6 門 

 

左岸、中央、右岸  各 1箇所 

 

左岸、右岸       各 2 門 

 

管理橋      延長 721.50m 

1～4 号水位計主,副 計 6台 

 

 

鉄筋コンクリート造 

         延長 57.60m 

鉄筋コンクリート造 箱形 3 連 

          延長 19.67m 

鉄筋コンクリート造 箱形 3 連 

          延長 59.88m 

制水ゲート  ローラーゲート3門 

非常用ゲート ローラーゲート3門 

 

 

静水池 

  静水池 

 

 

  

 

流量規制ゲート 

  

水位計 

 

操作設備等 

 

 

鉄筋コンクリート造 

延長 129.30m 

除塵機           1 台 

分水工             3 箇所 

 

ローラーゲート   3 門 

 

5～8 号水位計   計 4 台 

 

施設の操作に必要な設備（予備電源

設備を含む。）、警報設備、通信設備、

観測設備、機械器具等 

 

 

 

3. 濃尾第二施設 

幹線用水路 

  海部幹線水路 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

幹線西用水路 

 

 

 

 

 

木曽川水管橋 

 

 

 

 

開水路           延長 17,257m 

暗きょ          延長    78m 

サイホン          延長    72m 

水位調整施設 6箇所 延長   109m 

分水工   40 箇所 

余水吐    8 箇所 

放水工    5 箇所 

除塵施設   4 箇所 

併設排水路     長さ 26,450m 

立切       5 箇所 

余水吐    1 箇所 

機場     1 箇所 

 

開水路      延長  2,898m 

サイホン          延長    80m 

水位調節堰  1 箇所 延長     14m  

分水工    6 箇所 

放水工    1 箇所 

 

ランガー補剛型式及びフランジ補

剛パイプビーム 

φ1,350     1 条  延長 1,101m 

φ1,800     2 条  延長 1,103m 

減圧・分水施設  1 式 

 

筏川西岸 

木曽岬用水路 

 

 

 

 

 

 

筏川東岸用水路 

 

 

 

 

 

 

 

弥富揚水機場 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

操作設備等 

 

 

管水路       延長  1,330m 

分水槽    1 箇所 

分水工    2 箇所 

余水吐    1 箇所 

揚水機場   1 箇所 

 横軸両吸込渦巻ポンプ   2 台 

 

開水路       延長  4,972m 

暗きょ             延長     31m 

サイホン           延長    209m 

水位調整施設 2 箇所 延長     50m 

分水工    8 箇所 

余水吐    1 箇所 

放水工    1 箇所 

 

揚水機 

農業用水 

横軸両吸込渦巻ポンプ  4 台 

 水道用水及び工業用水 

横軸両吸込渦巻ポンプ  4 台 

調整水槽及び吸水槽 

  鉄筋コンクリート造   1 箇所 

サージタンク 

農業用水           1 基 

水道用水及び工業用水  1 基 

ポンプ棟            1 棟 

 

施設の操作に必要な設備（予備電源

設備を含む。）、通信設備、観測設備、

機械器具等 

木曽川用水



 

施設模式図  
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1.木曽川右岸施設模式図 

木曽川用水



施設模式図  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.木曽川用水(木曽川大堰、濃尾第二施設)施設模式図 

洪水吐Ｂ・６門

洪水吐Ａ・３門

調節３門２段式

土砂吐２門２段式

藤ヶ瀬 0.212

神明津下流 0.153

神明津上流 0.180

拾町野 0.264

馬飼西 0.123

江西 0.122

赤目 0.148

早尾 0.285

早尾下流 0.037
下一色 0.022

四会 0.490

宮地第三 0.042

雀ヶ森第一 0.162

雀ヶ森第三 0.123

塩田第二 0.127

下大牧 0.142

下山 0.039

早尾立切

宮地立切
塩田立切

森川第一 0.646

梶島第二 0.126

立田洪水吐

野方除塵機

弥富放水口

余水吐

前ヶ須第二

重宝 0.083

余水吐

筏川取水場 5.985

流末水槽

下一色立切

立田規制ゲート

立田除塵機

弥富調節堰

十四山調節堰

馬飼東 0.159

西鵜之本 0.215

川北 0.037

開治 0.360

二子 0.200

定納 0.212

光西 3.039

大縄第一 0.311

光西調節堰

大縄第二 0.076

宮地第一 0.096

内佐屋 0.976

宮地第二 0.169

雀ヶ森第二 0.145

佐屋 0.123

市江 1.638

山路 0.162

森川第二 0.137

西保 0.436

市江調節堰

森川第三 0.127

梶島第一 0.064

五明 0.820

弥富揚水機場 12.778

東赤目 0.150

西赤目 0.157

塩田第一 0.136

枝郷

下大牧立切

弥富 0.192

小島 0.051

前ヶ須第一 0.180

平島 0.265

十四山 1.156

鳥ヶ地 0.199

神戸 0.397

大宝 0.310

十四山立切

飛島調節堰

筏川調節堰

筏川除塵機

非常

制水

流量規制ゲート

川北調節堰

宮地調節堰

塩田チェック

長島１号

長島２号
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２．水質基本情報 

（１） 水質基本情報図 

① 右岸施設 

１ 

 

２ 

１ 
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３ ２ 

木曽川用水



②大堰等 
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（２）主な取水状況 

取水 

地点 

浄水場

地 点 
取 水 者 情 報 取 水 地 点 使用用途 

１  

美濃加茂市土地改良

区 

関市土地改良区 

坂祝町土地改良区 

八百津町土地改良区 

川辺町土地改良区 

富加町土地改良区 

七宗町土地改良区 

 

飛騨川右岸（白川町） 

（右岸幹線水路、 

      左岸幹線水路） 

農業用水 

２ １ 岐阜県 山之上浄水場 
右岸幹線水路 

（美濃加茂市） 

水道用水 

工業用水 

３ ２ 八百津町 上飯田浄水場 上飯田調整池（八百津町） 水道用水 

４  

海部土地改良区 

長島町土地改良区 

木曽岬町土地改良区 

 
木曽川左岸（稲沢市） 

（海部幹線水路他） 
農業用水 

５ ３ 愛知県 尾張西部浄水場 海部幹線水路（稲沢市） 工業用水 

６ 
４ 三重県 播磨浄水場 海部幹線水路（弥富市） 水道用水 

  〃 山村浄水場 海部幹線水路（弥富市） 工業用水 

＊農業用水は各分水口から取水されているため、取水地点は取水口地点としている。 

＊すべて木曽川用水利水者 

 

 

（３）環境基準点 

環 境 

基準点 
水    域 地 点 名 称 該 当 類 型 機構測定地点 

１ 飛騨川下流 飛泉橋 河川Ａ，河川生物Ａ  

２ 木曽川下流，木曽川（２） 笠松 河川Ａ，河川生物Ｂ  

※飛泉橋及び笠松は、補助地点 

 

（４）環境基準類型指定（2022 年 4 月） 

 飛騨川の水域（白川取水口）は、河川Ａ類型及び河川生物Ａ類型に指定されている。 

木曽川の水域（木曽川大堰）は、河川Ａ類型及び河川生物Ｂ類型に指定されている。 

木曽川用水



 

１）飛騨川下流  

環境基準

類型区分 
類型指定年 項 目 及 び 基 準 値 

河川Ａ 昭和４６年 

ｐＨ ＢＯＤ ＳＳ ＤＯ 大腸菌数 

6.5 以上 

8.5 以下 
2mg/L 以下 25mg/L 以下 7.5mg/L 以上 

300CFU 

/100mL 以下 

河川生物

Ａ 
平成２８年 

全亜鉛 
ノニル 

フェノール 

直鎖ｱﾙｷﾙﾍﾞﾝｾﾞﾝｽﾙﾎﾝ

酸及びその塩 

0.03mg/L 

以下 

0.001mg/L 

以下 

0.03mg/L 

以下 

 

２）木曽川下流，木曽川（２） 

環境基準

類型区分 
類型指定年 項 目 及 び 基 準 値 

河川Ａ 平成１４年 

ｐＨ ＢＯＤ ＳＳ ＤＯ 大腸菌数 

6.5 以上 

8.5 以下 

2mg/L 

以下 

25mg/L 

以下 

7.5mg/L 

以上 

300CFU 

/100mL 以下 

河川生物 

Ｂ 
平成２１年 

全亜鉛 
ノニル 

フェノール 

直鎖アルキルベン

ゼンスルホン酸 

及びその塩 

0.03mg/L 

以下 

0.002mg/L 

以下 

0.05mg/L 

以下 

 

木曽川用水



３．水質調査の実施状況
（１）参考：他機関測定による調査実施状況（項目、測定地点、測定回数） （年測定回数：回）

取水口 取水口付近

白川取水口 木曽川橋

水温 12 12
濁度 12 12
溶存酸素（ＤＯ） 12 12

生活 水素イオン濃度（ｐＨ） 12 12
環境 生物化学的酸素要求量（ＢＯＤ） 12 12

化学的酸素要求量（ＣＯＤ） 12 4
浮遊懸濁物（ＳＳ） 12 12
大腸菌群数 12 1
大腸菌数 － 3
全窒素 12 4
全りん 12 4
全亜鉛 － 4

備　考

・白川取水口：2021年に岐阜県東部広域水道事務所が実施した水質調査状況である。
　（調査項目を一部抜粋）
・木曽川橋　 ：2022年に国土交通省が実施した水質調査状況である。（調査項目を一部抜粋）

・12回：毎月測定
・4回：1月、5月、7月、9月測定
・3回：5月、7月、9月測定
・1回；1月測定
・CODにおいては5月、6月、7月、8月の4回測定

調　　査　　項　　目

木曽川用水



４．2022 年 水質の概況 
 
（１） 施設全体の水質の概況 

2022 年の木曽川用水の水質状況は、浮遊懸濁物(SS)，全りん(T－P)を除く項目が経年変化としてほぼ横ばい傾向であ

った。9 月において、浮遊懸濁物(SS)，濁度，全りん(T－P)の上昇が見られたが、その他の項目については顕著な変化は

見られなかった。 
 2021 年の白川取水口地点の水質状況については、大腸菌群数が環境基準値を超過しているが、その他の水質項目にお

いては環境基準値を満足していた。 
 
（２） 地点毎の水質の状況 
１）白川取水口（2021 年 岐阜県測定） 
 2021 年の経月変化は、２月において化学的酸素要求量(COD)，浮遊懸濁物(SS)，全窒素(T－N)の値が 5 年平均値と

比べてやや高くなっている。 
 2021 年の経年変化を 10 年平均値又は 75％値と比較すると、ほぼ横ばい傾向で安定していた。 

2021 年の年平均値又は 75%値は大腸菌群数を除き環境基準値を満足した。 
 
２）木曽川橋（2022 年 国土交通省測定） 
 2022 年の経月変化は、６月において生物化学的酸素要求量(BOD)の値が 5 年平均値と比べてやや高くなっている。９

月においては、降雨による河川流量が増大した影響もあり、浮遊懸濁物(SS)，濁度、全りん(T－P)の値の上昇も見られ

た。浮遊懸濁物(SS)，濁度，全りん(T－P)を除くその他の項目は、5 年平均値と同程度で推移した。 
 2022 年の経年変化を 10 年平均値又は 75％値と比較すると、浮遊懸濁物(SS)，全りん(T－P)を除くその他の項目は横

ばい傾向で安定していた。 
2022 年の年平均値又は 75%値及び 90%値は大腸菌群数を除き環境基準を満足した。 

木曽川用水



５．2021年　水質調査結果（岐阜県による測定）
(1)一般項目、生活環境項目、富栄養化関連項目

地点名 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 最小 最大 平均

水温 （℃） 白川取水口地点 6.2 5.5 7.2 12.5 12.0 17.0 18.5 23.8 19.2 19.0 13.5 9.5 5.5 23.8 13.7

水素イオン濃度（ｐＨ） 白川取水口地点 7.1 6.9 7.3 7.3 7.1 7.4 7.3 7.6 7.4 7.6 7.1 7.5 6.9 7.6 7.3

生物化学的酸素要求量（ＢＯＤ） (mg/l) 白川取水口地点 0.7 0.5 <0.5 <0.5 0.5 0.5 <0.5 <0.5 <0.5 <0.5 <0.5 <0.5 <0.5 0.7 0.5

化学的酸素要求量（ＣＯＤ） (mg/l) 白川取水口地点 0.9 1.8 0.8 1.3 0.9 0.7 1.4 1.4 1.5 1.2 0.5 2.1 0.5 2.1 1.2

浮遊懸濁物（ＳＳ） (mg/l) 白川取水口地点 <1 8 1 2 2 1 1 <1 3 <1 <1 <1 <1 8 2

濁度 (度） 白川取水口地点 1 4 1 2 2 3 2 <1 4 <1 1 2 <1 4 2

溶存酸素（ＤＯ） (mg/l) 白川取水口地点 13.0 13.0 13.0 10.0 10.0 9.8 11.0 11.0 9.1 9.3 9.5 10.0 9.1 13.0 11.0

大腸菌群数 (MPN/100ml) 白川取水口地点 170 700 110 580 330 980 5500 2100 4000 1200 2300 2500 110 5500 1700

全窒素（Ｔ－Ｎ） (mg/l) 白川取水口地点 0.22 0.50 0.28 0.21 0.26 0.19 0.19 0.14 0.22 0.12 0.24 0.26 0.12 0.50 0.24

全りん（Ｔ－Ｐ） (mg/l) 白川取水口地点 <0.01 0.010 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 0.010 <0.01 0.010 <0.01

５．2022年　水質調査結果（国土交通省による測定）
(1)一般項目、生活環境項目、富栄養化関連項目

地点名 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 最小 最大 平均

水温 （℃） 木曽川橋地点 4.3 4.6 4.2 15.0 15.5 19.6 23.6 24.5 23.3 19.8 13.8 10.6 4.2 24.5 14.9

水素イオン濃度（ｐＨ） 木曽川橋地点 7.3 7.3 7.3 7.4 7.6 7.3 7.4 7.4 7.4 7.4 7.3 7.3 7.3 7.6 7.4

生物化学的酸素要求量（ＢＯＤ） (mg/l) 木曽川橋地点 0.8 0.8 0.8 0.9 0.6 1.1 0.6 0.5 0.8 0.7 0.8 0.5 0.5 1.1 0.7

化学的酸素要求量（ＣＯＤ） (mg/l) 木曽川橋地点 - - - - 2.0 2.4 1.9 2.1 - - - - 1.9 2.4 2.1

浮遊懸濁物（ＳＳ） (mg/l) 木曽川橋地点 1 1 1 2 2 2 7 6 38 5 1 2 1 38 6

濁度 (度） 木曽川橋地点 1 1 2 3 2 3 4 3 13 3 1 2 1 13 3

溶存酸素（ＤＯ） (mg/l) 木曽川橋地点 12.0 12.0 12.0 10.0 10.0 9.3 9.1 8.9 8.9 9.3 10.0 11.0 8.9 12.0 10.0

大腸菌群数 (MPN/100ml) 木曽川橋地点 1700 - - - - - - - - - - - 1700 1700 1700

大腸菌数 (CFU/100ml) 木曽川橋地点 - - - - 3 - 17 - 86 - - - 3 86 35

全窒素（Ｔ－Ｎ） (mg/l) 木曽川橋地点 0.40 - - - 0.27 - 0.41 - 0.42 - - - 0.27 0.42 0.38

全りん（Ｔ－Ｐ） (mg/l) 木曽川橋地点 0.014 - - - 0.015 - 0.028 - 0.044 - - - 0.014 0.044 0.025

全亜鉛 (mg/l) 木曽川橋地点 0.002 - - - 0.001 - 0.006 - 0.006 - - - 0.001 0.006 0.004

測定項目

測定項目

木曽川用水



６．2021年　水質の経月変化（岐阜県による測定）

（1）白川取水施設白川取水口地点
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６．2022年　水質の経月変化（国土交通省による測定）

（1）木曽川大堰施設木曽川橋地点
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7．2021年　水質の経年変化（岐阜県による測定）

（1）白川取水施設白川取水口地点
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7．2022年　水質の経年変化（国土交通省による測定）

（1）木曽川大堰施設木曽川橋地点
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　　　 ８．2022年　気象

 (１)降水量グラフ

※降水量は、木曽川用水総合管理所地点の日累計雨量である。

 (２)気温グラフ

※気温は、木曽川用水総合管理所地点の日平均気温である。

　2022年の木曽川用水総合管理所地点の年間降水量は1,498mmであり、累年平均の92.7％で
あった。
　8月,9月には大雨の影響で河川流量が増えたことにより全門全開操作を実施し、2022年にお
いては2度の操作を行った。
　木曽川用水総合管理所地点の気温は、過去5ヶ年平均に比べて1月,2月が平年より1℃以上低
く、3月,4月,6月,9月,11月は1℃以上高かった。
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９．水質異常の発生状況（木曽川用水　蜂屋調整池）
水質年報として取りまとめを始めた2003年以降における水質異常の発生状況は次図のとおりである。

水質異常 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月

２００３年    ・2003年以前は不明（冬期にアオコが発生している）

２００４年
アオコ

淡水赤潮

２００５年
アオコ

淡水赤潮

２００６年
アオコ

淡水赤潮

２００７年
アオコ

淡水赤潮

２００８年
アオコ

淡水赤潮

  

２００９年
アオコ

淡水赤潮

２０１０年
淡水赤潮

その他（水の華）

２０１１年
淡水赤潮

その他（水の華）

２０１２年
淡水赤潮

その他（水の華）

２０１３年
淡水赤潮

その他（水の華）

２０１４年 淡水赤潮

２０１５年 淡水赤潮

２０１６年 淡水赤潮

２０１７年
淡水赤潮

アオコ

２０１８年 淡水赤潮

２０１９年
淡水赤潮

２０２０年 淡水赤潮

２０２１年
淡水赤潮

アオコ

２０２２年
淡水赤潮

アオコ

　発生期間・規模（アオコ、淡水赤潮、水の華） 　　アオコの代表的なレベル（集積の状況）

                          小規模（部分的） 　　②　レベル２

                          中規模（貯水池半分程度） 　　③　レベル３
                          大規模（貯水池全体） 　　④　レベル４

　　⑤　レベル５

　発生期間（異臭味、濁水長期化） 　　⑥　レベル６

うっすらとすじ状にアオコの発生が認められる

アオコが水の表面全体に広がり、所々パッチ状になっている
膜状にアオコが湖面を覆う
厚くマット状にアオコが湖面を覆う
アオコがスカム状（厚く堆積し表面が白っぽくなったり青の縞模様
になることもある）に湖面を覆い、腐敗臭がする

7/21② 7/27

8/20ﾍﾟﾘﾃﾞｨﾆｳﾑ 12/21     

4/13 ﾍﾟﾘﾃﾞｨﾆｳﾑ 12/27

10/2④10/19

6/26 ﾍﾟﾘﾃﾞｨﾆｳﾑ 12/6

5/14ﾍﾟﾘﾃﾞｨﾆｳﾑ 7/17 9/11

7/17③ ﾊﾟﾝﾄﾞﾘﾅ 9/11

4/19 4/28

10/12        12/5 12/13 

5/14ﾍﾟﾘﾃﾞｨﾆｳﾑ 12/26     

4/22 ﾍﾟﾘﾃﾞｨﾆｳﾑ

4/5ﾍﾟﾘﾃﾞｨﾆｳﾑ

6/27②ｱﾅﾍﾞﾅ1/19

6/27②

ﾍﾟﾘﾃﾞｨﾆｳﾑ 5/31

ｱﾅﾍﾞﾅ 5/31

6/5                         8/28

8/14② 8/28 9/26② 12/11       

5/13 5/27 6/10     7/9

6/10②6/17 6/25②7/4② 9/24 １0/9②

7/29  8/6

②1/6
7/14② 7/29 11/25② 12/7

1/20

1/20

5/12  5/18

5/12 5/26

ﾍﾟﾘﾃﾞｨﾆｳﾑ1/19

7/8②ｱﾅﾍﾞﾅ

7/13ｱﾅﾍﾞﾅ

10/6ﾍﾟﾘﾃﾞｨﾆｳﾑ

7/19ﾍﾟﾘﾃﾞｨﾆｳﾑ 8/301/12

4/26渦鞭毛藻類 6/20 8/24 ﾍﾟﾘﾃﾞｨﾆｳﾑ

7/4 ｱﾅﾍﾞﾅ②～④～ 7/18②～④～ 8/24②～④～9/8

4/20渦鞭毛藻類

4/24渦鞭毛藻類渦鞭毛藻類～１/7

4/14 2021/1/5

3/30 4/19                             10/5  10/26 R2 4/6～1/5

7/16     ｱﾅﾍﾞﾅ 10/5

4/5 4/26                                     8/17 12/6  12/12 

木曽川用水



１０．水質保全設備

施 設 名 称 蜂屋調整池

施 設 区 分 曝気設備

散気式曝気循環装置　　　

・気泡吐出標高：湖底から＋1.0m（固定）　　吐出空気量：最大0.6m
3
/min

・散気管：3基（調整池の上流、中流、下流）、水平ヘッダー管方式（リング状）
・コンプレッサ 5.5kW×2基（交互運転）

設 置 目 的 水質障害（アオコ）対策

設 置 時 期 2010年度 管理特定積立金

施設構造等

・ 運転無し

形 式

２ ０ ２ ２ 年
運 用 実 績

□：コンプレッサー（m3/min）

点線は予備機

○：吐出口（散気式）
●：吐出口（複合型）、

△：吐出口（間欠揚水筒式）

0.6 0.6
能力

（m
3
/min)

台数 種類 基数

0.6 2 散気管方式 3

総空気量

（m
3
/min)

1.2 平均水深 -

K値 816.5 KH値 -

空気圧縮機 曝気方式

・新規導入2011年～

平面図 断面図
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104.40
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125.22

127.66

138.45

138.20

147.25

散 気 管 ３基（散気量0.2～0.6m3/分/基）

給気装置 １台（0.6m3/

分）

施設位置図
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